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平成24年12月３日（月） 

                                           

                                        

（午前９時30分 開議） 

○議長（井上勝彦君）皆さん、おはようござ

います。 

 ただ今の出席議員数は21人で定足数に達し

ております。 

                     

○議長（井上勝彦君）これより本日の会議を

開きます。 

 この際、報告いたします。市長から平成24

年11月29日付、橋総第179号をもって追加議案

２件が送付されております。議案はお手元に

配付いたしております。 

 以上で報告を終わります。 

                     

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（井上勝彦君）これより日程に入り、

日程第１ 会議録署名議員の指名 を行いま

す。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第81条

の規定により、議長において２番 阪本君、

15番 田中君の２人を指名いたします。 

                     

 日程第２ 一般質問 

○議長（井上勝彦君）日程第２ 一般質問 を

行います。 

 今回の一般質問の通告者は14人であります。 

 質問は会議規則第62条の規定により、別紙

の順序により発言を許します。 

 順番１、11番 土井君。 

〔11番（土井裕美子君）登壇〕 

○11番（土井裕美子君）皆さんおはようござ

います。12月議会１番バッターでございます

ので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、ただ今議長のお許しをいただき

ましたので、通告に従いまして一般質問をさ

せていただきます。 

 まず、一つ目の項目は、男女共同参画の推

進についてです。 

 私は、平成20年の12月議会でも、この問題

を取り上げさせていただきました。あれから

４年たちましたが、この問題について、本市

ではどのように取り組まれ、改善をされてき

たのでしょうか。まだまだこの問題について

の本市における取り組みは不十分であると考

え、今回も質問をさせていただきます。 

 私が質問をした２年後の平成22年12月、国

では第３次男女共同参画基本計画が閣議決定

されました。この基本計画の策定にあたり、

政府は男女共同参画社会基本法の施行後10年

の反省として、２次にわたる基本計画の取り

組みの中で、男女共同参画が必ずしも十分に

進まなかった理由として、次の四つのことを

挙げています。 

 １．固定的な性別役割分担意識がいまだ根

強く、解消に対する取り組みが不十分であっ

た。２．男女共同参画は働く女性の支援とい

う印象を与えたことなどにより、男女共同参

画があらゆる立場の人々にとって必要という

認識が広まらず、意識改革や制度改革につな

がらなかった。３．男女共同参画社会を実現

しようとする強い意志と推進力が不足してい

たため、制度や枠組みの整備が進まなかった。

４．男女のセーフティーネットや女性のさま

ざまな生き方への配慮が不十分であったため、

制度や枠組みを整備しても成果につながらな

い場合があった。という点でございます。 

 そして、以上のような反省の上に立ち、今

回は、より実効性のある行動計画とするため
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に、できる限り具体的な数値目標やスケジュ

ールを明確にし、その達成状況について定期

的にフォローアップを行うなどとしておりま

す。 

 そしてまた、その中では、改めて強調すべ

き視点として、女性の活躍による社会の活性

化、男性にとっての男女共同参画、子どもに

とっての男女共同参画、さまざまな困難な状

況に置かれている人々への対応、女性に対す

るあらゆる暴力の根絶、地域における身近な

男女共同参画の推進を挙げています。 

 それを受けまして、本市においても平成23

年度「男女共同参画に関する市民意識・実態

調査」が実施されました。その調査結果では、

「男は仕事、女は家庭」といった固定的な性

別役割分担意識に対する考え方は、否定層の

方が59.2％と前回の調査よりも高くはなって

きているようではありますが、県が掲げる目

標値である70％にはまだ遠く、そしてまた、

橋本市及び自分の周りでの男女の地位につい

ては、学校教育以外の場では、まだまだ女性

の不平等感は根強く残っているという結果や、

男女がともに安心して働き続けられるための

制度の充実や周知の必要性、防災・災害対応

での問題点、セクシャルハラスメントやパワ

ーハラスメント、ドメスティックバイオレン

スなどにおける問題点などが浮き彫りになっ

てまいりました。 

 その調査を踏まえ、市では平成24年３月に

第２次橋本市男女共同参画計画を策定された

わけですが、先ほどもご紹介した国の第３次

基本計画策定における反省点や、改めて強調

すべき視点を十分に考慮した上で、今後の施

策にどのように生かしていただけるのでしょ

うか。 

 この橋本市が、お互いの人権と個性が尊重

される、一人ひとりが生き生きと輝けるまち

であるためには、男女共同参画の視点と施策

の推進が重要と考えて、何点か質問をさせて

いただきます。 

 ①防災活動や避難所の運営などにおける男

女共同参画の促進について。②配偶者などか

らのあらゆる暴力の根絶に向けた取り組みに

ついて。③男女共同参画推進員活動や懇話会

の設置について。④男女共同参画推進室の設

置について。⑤男女共同参画基本条例の制定

状況は、和歌山県が全国最低であるが、市と

しての見解をお聞かせください。 

 議長のお許しを得まして、議員各位のお手

元には、参考資料を１枚添付させていただい

ておりますので、そちらのほうをご覧になっ

ていただきますと、今の質問の、和歌山県が

全国最低という資料が出てまいります。 

 次に、二つ目の項目は、子育て支援として

の「赤ちゃんへの絵本プレゼント（出生記念

品）」についてでございます。現在、市民課の

事業の一つとして、出生届を提出していただ

いたときに、出生記念品として絵本をプレゼ

ントしていただいていますが、そのプレゼン

トされている赤ちゃん絵本を子育て支援の観

点から、当局としてはどのようにお考えをお

持ちなのかをお聞かせいただきたいと思いま

す。 

 以上、私の壇上よりの質問を終わります。 

○議長（井上勝彦君）11番 土井君の質問項

目１、男女共同参画の推進に関する質問に対

する答弁を求めます。 

 企画部長。 

〔企画部長（森口清隆君）登壇〕 

○企画部長（森口清隆君）皆さん、おはよう

ございます。それでは、男女共同参画の推進

についてお答えを申し上げます。 

 議員おただしのとおり、第２次橋本市男女

共同参画計画は、国の第３次男女共同参画基

本計画の重点分野を踏まえ、平成24年３月に

策定を行い、現在、この第２次計画の取り組
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みに向け、準備を進めているところでござい

ます。 

 まず、１点目の、防災活動や避難所の運営

などにおける男女共同参画の促進についての

おただしですが、第２次計画においては、基

本目標の一つである、「あらゆる分野における

男女共同参画の推進」として、地域活動・市

民活動における男女共同参画の推進を重点課

題とし、環境・防災活動への男女共同参画の

促進を施策の方向と位置付けています。 

 具体的には、防災活動への男女の参加の促

進、防災活動に取り組む女性への支援、女性

の視点に立った避難所の運営を挙げています。 

 平成23年度に中央防災会議において、阪

神・淡路大震災や東日本大震災の教訓を無駄

にすることのないよう、防災基本計画が見直

され、避難所の運営における女性の参画を推

進するとともに、女性や子育て家庭のニーズ

に配慮した避難所の運営や、仮設住宅の運営

管理において女性の参画を推進し、女性をは

じめとする生活者の意見を反映できるような

配慮などが盛り込まれました。 

 本市においても、災害等の対応について女

性の視点での意見を反映させるべく、橋本市

防災会議委員においては、44名中、新たに４

名を加え、計６名の女性委員を委嘱させてい

ただきました。日頃からの防災活動とともに、

災害などの発生時には、男性とともに災害へ

の備えに取り組む力強い存在として、そして、

女性であればこそ配慮のできる避難所の運営

等についてご意見をいただくとともに、災害

に強いまちづくりに取り組んでいきたいと考

えます。 

 次に、２点目の、配偶者等からのあらゆる

暴力、いわゆるＤＶでございますが、これの

根絶に向けた取り組みについてのおただしで

すが、平成23年度に実施しました男女共同参

画に関する市民意識・実態調査においては、

身体的暴力や精神的暴力によるＤＶ被害の経

験者が全体で10％を超えています。にもかか

わらず、ＤＶを受けた後の相談については、

「どこにも相談しなかった」が全体で46.2％

と約半数を占めています。また、相談した人

も、県のほか人権擁護委員、民生委員、学校

関係者等、市に関係するところにはだれも相

談していないという結果からも、市民にとっ

て相談しやすい環境づくりが必要であると認

識をしています。 

 本市のこれまでの主な取り組みとしては、

社会教育課においてＤＶ等についての啓発を

進めるとともに、年々増加している虐待を含

めたＤＶに関する相談に、県と連携して取り

組んでいるところでございます。また、あわ

せて、市民相談をはじめ関係各課において、

それぞれの取り組みを行っているところです。 

 今後は、保健福祉センター開設の後に、主

に福祉に関する相談業務の連携強化に向けた

取り組みを行ってまいりたいと考えています。 

 次に、３点目の、男女共同参画推進員活動

や懇話会の設置についてのおただしですが、

本市における男女共同参画社会の実現に向け、

第２次計画をより実効性のあるものとしてい

くための体制づくりとして、男女共同参画推

進懇話会を設置いたします。市民・各種団体

の代表など、さまざまな立場から広くご意見

をちょうだいし、施策に反映するとともに、

市からの年次報告を受け、施策の進捗状況を

評価し、進行管理を行っていきます。 

 おただしの推進員活動につきましては、第

２次計画を推進する中で、今後検討してまい

りたいと考えます。 

 次に、４点目の、男女共同参画推進室の設

置についてのおただしですが、本市における

男女共同参画を推進していくためには、まず、

市の推進体制を充実するとともに、市民・市

民団体・事業者等との協働による取り組みを
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進めていく必要があると第２次計画に定めら

れています。また、橋本市男女共同参画推進

会議や、さきにも述べました橋本市男女共同

参画推進懇話会の運営についても、継続的に

行うとともに、進捗管理を行っていく必要が

あります。したがいまして、第２次計画を推

進し、また、展開していく上での組織づくり

を検討していく必要があると認識しています。 

 最後に、５点目として、男女共同参画基本

条例の制定状況は和歌山県が全国最低である

が、市としての見解を問うについてでござい

ますが、議員おただしのとおり、和歌山県は

全国最下位であり、平成24年３月に改定され

た和歌山県の第３次男女共同参画基本計画に

おいては、政策・方針決定過程での男女共同

参画の促進において、市町村における取り組

みへの支援として、条例の制定等についての

支援を挙げています。 

 すべての人が自分の意思で参画し、ともに

支え合える男女共同参画社会の実現に向けた

取り組みは、総合的、計画的、長期的に進め

ていくことが必要であると考えます。また、

平成24年度より第２次計画に取り組む上で、

市民をはじめ各種団体の代表者など、さまざ

まな立場から広くご意見をちょうだいし、施

策に反映していきたいと考えており、その過

程で基本条例制定の必要性の有無を含め、今

後研究してまいりたいと考えています。 

○議長（井上勝彦君）11番 土井君、再質問

ありますか。 

 11番 土井君。 

○11番（土井裕美子君）ありがとうございま

した。 

 まず、それでは一番はじめの、防災活動、

避難所の運営などにおける男女共同参画の促

進についてでございます。 

 この問題に関しましては、防災の観点から、

さまざまな同僚議員の方からもご質問がござ

いまして、ただ今、部長がお答えいただきま

したように、防災会議の女性委員を合計６名

に増やしていただいたということでございま

すので、それに関しましては、早速に取り組

んでいただいているということで大変いいこ

とかなと思います。 

 10月の26、27日に、仙台市で日本女性会議

というのがあったんですが、そちらのほうで

ちょっと勉強をしてまいりました。仙台で行

われましたので、防災における女性の参加と、

これから女性たちができることというような

課題で、ずっと勉強会が開かれたわけですが、

本当にそこに行かせていただいても、改めて、

防災時においての男女の役割分担の中で、女

性の役割の大切さというのを再認識させてい

ただきました。 

 橋本市がとっていただいた、この市民意識

調査の中にもしっかりと書かれておりますけ

れども、災害時の女性の医師や保健師、女性

相談員の不足であるとか、避難所の運営にリ

ーダーが不足しているとか、それから、女性

だから食事の準備をするなどの固定的な役割

を押し付けないとか、そういうことが書かれ

てございますが、本当に実際問題として、仙

台でお話を聞いてまいりますと、そういうこ

とがあったという事例報告がございました。 

 避難所では、男性は当然のことのように瓦

れきの処理をしていた。女性は、当たり前の

ように炊き出しや掃除の役割分担が割り当て

られた。そして、男性の瓦れき処理に関して

は日当が支払われた。しかしながら、女性の

炊き出し、掃除に関しては、日当は支払われ

なかった。そのような観点は、全く固定的な

性別役割分担意識の現れということでござい

ます。やっぱり、こういうことが災害時にお

いても、普通のことのように行われていたと

いうことが大変問題でございますので、やは

り見直しというか、女性の視点から見た防災、
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そして避難所の運営を、これからもスムーズ

にやっていけるように努力を続けていただき

たいというふうに思います。 

 それから、やはりリーダーシップをとる、

中心にして会を動かすということで、男性の

方のみがリーダーシップをとって、女性はそ

の補佐的な役割を果たしているというところ

がないように、その辺のところをしっかりと

頭に入れて、これから市としても防災の取り

組みを進めていただきたいのですが、今、自

主防災会議が市長の声かけのもとにどんどん

地域で立ち上がってきておりますが、その自

主防災会議などへも、市がリーダーシップを

発揮して、男女共同参画の視点を踏まえた組

織づくりのアドバイスをしていただきたいの

ですが、その自主防災会議への市としての働

きかけというのは、どのようになっておりま

すか。ちょっとお答えいただけたらと思いま

す。 

○議長（井上勝彦君）総務部長。 

○総務部長（森川嘉久君）議員ご指摘いただ

きました自主防災組織、名称は現在「自主防

災会」というふうに申しておりますが、そち

らのほうでは、一応、自主防災連絡協議会と

いう形で市全体の組織をつくっております。 

 その中で、いろいろご検討をいただいてお

るわけでございますけども、議員ご指摘のよ

うに、現在のところ、その代表者の方という

のは、女性がいなかったんではないかという

ふうに思います。副会長というのは三、四名

いらっしゃったかというふうには思うんです

けども、そういう点で、男女共同参画の視点

というのは、現在のところ、かなり薄いんで

はないかというふうに思いますので、今後は

そういうことも含めまして、地域リーダーに

できるだけ女性の方に入っていただく、それ

から、そういう形で組織自体、地域組織でご

ざいますので、地域の中での女性の活躍とい

いますか、そういうことも含めまして、今後、

自主防災連絡協議会の中で一度お話をさせて

いただきたいというふうに思いますので、ご

理解のほど、お願い申し上げます。 

○議長（井上勝彦君）11番 土井君。 

○11番（土井裕美子君）ぜひとも、具体的に

市が、やはりこういうことをやったほうがい

いですよという、お任せしているだけではな

くて、ある程度のリーダーシップというのは

市がやっぱり発揮して、自主防災組織を盛り

上げていって、後押しをしてあげていただき

たいと思いますので、そのところにおいては、

やはり市がリーダーシップをとっていただき

たいと思いますので、よろしくお願いします。 

 これだけで１時間できるぐらいの議題なん

ですが、ほかの議員もいろいろやってらっし

ゃいますので、今後の、市の男女共同参画の

視点をどのように生かしていただけるかとい

うのを期待したいと思います。この、市がつ

くっていただいた男女共同参画計画の中にも、

しっかりと明記、具体的施策については明記

してございますので、これをしっかりと遂行

していただくということで、よろしくお願い

いたします。 

 それでは２番目の、配偶者などからのあら

ゆる暴力の根絶についての取り組みついてに

入らせていただきます。 

 先ほど部長がおっしゃいました、ＤＶ被害

が10％を超えているということでございまし

た。しかしながら、相談をした方が少なく、

相談をしないという方が46.2％。そして、公

の機関、市であるとか、いろいろな公の機関

に相談をした件数はほとんど少ないというこ

とでございましたけれども、やはりＤＶとい

うものは、今、社会においてもＤＶという言

葉が定着してきたと思うんです。昔でしたら、

夫婦間のいざこざのようなものは、人に言う

と大変恥ずかしいとか、何かちょっと隠して
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おかなくてはいけないものというような認識

があったと思うんですけれども、だんだん最

近では変わってきました。そして、暴力と言

っても、体の暴力だけでなく言葉の暴力であ

るとか、そういう内面の部分におけるＤＶと

いうのもＤＶなんだなという認識が強まって

きておりますし、結婚していなくても、恋人

同士の間でもデートのときに束縛をされるで

あるとか、デートＤＶというものもだんだん

と認識をされてきております。 

 そういうようなことで、そのときには人員

の問題であるとか、ただ継ぎはぎとなるよう

な、言葉は悪いんですけども、応急的な窓口

というのはかえって混乱を招くということで、

その計画の中で協議した中では、ちょっとこ

の計画との整合がとれなかったということで、

それについては関係各課というような形の中

で表現をさせていただくというような話の中

で、この策定協議会の委員にもそういうこと

でご了解をいただいたという、そういう経過

であったということを聞いてございます。  まず、この男女共同参画基本計画を見させ

ていただいて疑問に思ったことがあるので、

まずそれを質問したいんですが、ここのＤＶ

の早期発見の仕組みづくりとか協力体制とい

うところで、担当課が関係各課というふうに、

ほとんどのところが関係各課という書き方が

してあるんですが、大変これ、関係各課って

一体どこなんやろう、わかりにくい部分がご

ざいますので、この計画書に載っている関係

各課というのは、なぜこの関係各課というふ

うに書かれたのか。これは、全部の部署が関

係するという意味で書かれているのかどうか

というのを、ちょっとお教えいただけますか。 

 以上です。 

○議長（井上勝彦君）11番 土井君。 

○11番（土井裕美子君）結局、この本をつく

るときに間に合わへんかったということかな

と思うんですけど、夫婦間に関しては社会教

育課のほうで、ＤＶを受けている夫婦がおら

れた場合に、だいたいその陰には子どもの虐

待が隠れているという部分が大変多うござい

ますので、密接にかかわりがございます。 

 そこで、例えばＤＶを受けている方が困っ

たときに、一体、市のどこに電話をしたらい

いんだろうと。電話をあるところにしたとし

ます。そこからいろんなところに、たらい回

し的に回されないのかなというのがちょっと

心配なんですね。市の広報にも人権相談とか、

いろんな相談、市民相談というのは載ってい

るんですが、全くＤＶという名称がどこにも、

この12月号に、この前配っていただいたのに

市民相談という中にもあるんですが、ちょっ

とＤＶというのは全然見当たらない部分がご

ざいますので、やはり、部長が言われたこと

もよくわかるんですけれども、ＤＶを受けた

なというときには、ここに相談したら、そこ

からまたいろんな対応をしていただけるよと

いう相談窓口を、いち早くつくっていただき

たいと思うんです。 

○議長（井上勝彦君）企画部長。 

○企画部長（森口清隆君）ただ今のご質問で

ございますが、確かに、この計画書の中でＤ

Ｖに関する項目のところについては、関係各

課という形になってございます。 

 実は、ご存じのとおりＤＶにつきましては、

窓口が、夫婦間においては教育委員会の社会

教育課、そして、あと広くＤＶということで、

子どもに対する虐待、そして、あとは高齢者

における虐待、これらは年々増加してござい

ます。その中で、この策定時におきまして、

それをばも含めて関係各課を、窓口をどのよ

うな形にして一本化できればというようなこ

とで、健康福祉部において検討を行っており

ます。  相談がないので、今までたらい回しになっ
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たことがないと思うんですが、多分、今の状

況でいきますと、ＤＶの被害者の方が市に相

談しようと思って電話をしても、課が受けた

けれども、じゃあ社会教育課に回すのか、こ

ども課に回すのか、その判断がなかなかしに

くくて、せっかく心を決めて電話をしたのに、

相談をしたのに、なんだこの電話はというふ

うになってしまわないかなと思うんですけど

も、その辺の、電話のたらい回しにならない

かというのについては、どのようにお考えに

なりますか。 

○議長（井上勝彦君）企画部長。 

○企画部長（森口清隆君）確かに原課のお話

を聞く中においては、先ほど申しましたよう

に、広く多岐に課がまたがるということで、

そのようなお声も聞いてございます。そうい

うことで、今度１月からオープンする保健福

祉センター、そこに健康福祉部の各課が入っ

ていくわけで、かなりこれまでと違って連携

はとれるかなと、このように思うわけでござ

いますが、それをより一層ということになる

と、福祉のそういうＤＶ関係の窓口的なもの、

これについては検討していかねばならんかな

と、このようには考えてございます。ただ、

その案件がかなり大きな、命にもかかわるよ

うなことでございますので、慎重に考えてい

く必要があろうかなと、このようにも思いま

すので、勉強していきたいと、このように考

えております。 

○議長（井上勝彦君）11番 土井君。 

○11番（土井裕美子君）保健福祉センターが

オープンするにあたって、福祉部門を中心と

した連携、そして、総合的な窓口の相談窓口

の開設を考えているということでご答弁いた

だきましたけれども、１月からはプレオープ

ンしますが、４月から新年度に新しく事業展

開をされていくということでございますよね。

だいたい具体的に、その総合相談窓口、この

ぐらいはめどには考えるよという構想はない

んですか。 

○議長（井上勝彦君）企画部長。 

○企画部長（森口清隆君）11番議員の今のご

質問でございますが、総合相談窓口というよ

うなお話があったわけですが、それも含めて、

どういうような形でやったらいいかと。機能

的で、また、効率的になるのかという、その

辺も含めて検討をしたいと、このように思い

ます。また、時期については、今、明確にで

きませんのでお許しをいただきたいと思いま

す。 

○議長（井上勝彦君）11番 土井君。 

○11番（土井裕美子君）必要性は感じている

けれども、これから研究して、時期ははっき

り申し上げられないということはよくわかり

ますが、この男女共同参画の質問をするにあ

たりまして、田辺市のほうにちょっと調査に

行ってまいりました。田辺市には男女共同参

画センターというのがございまして、大変立

派な建物で、複合的にいろんな課が入ったり

しているんですが、そこでは、月曜日から金

曜日の午前中に女性相談員を１名置かれまし

て、女性専用の女性電話相談というのを設け

ていらっしゃいました。やはり、そこを活用

されている方は大変多いという資料がござい

ます。 

 だから、市においても、市民相談の項目を

見ましても女性という言葉が全く明記されて

いない。出てきてないんです。次の質問にも

ちょっとかかわることなんですけれども、女

性という言葉を入れていただいてるだけで、

私たち女性としては、自分の悩みはここに電

話したらいいんだなというような、そういう

感覚にもなりますので、ぜひ男女共同参画を

進めていく上においては、この女性という言

葉を、ちょっとどこかに入れていただくとい

うことを、幹部の中には女性の副市長もいら
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っしゃいますので、そういう女性の意見をし

っかりと吸い上げて、女性の気持ちになった

ときに、どういうふうな文言をつくったら相

談しようかな、私が相談しようかな、女性が

相談しようかなということが考えられるかど

うかを、ちょっと具体的に考えていただいて、

これから生かしていただきたいと思いますの

で、堂々めぐりになってしまいますから、こ

の辺でこの点については置きますが、田辺市

の事例も参考にしていただきながら、研究を

していただきたいと思います。 

 続いて、③の問題に入らせていただきます。

推進員活動、懇話会の設置についてですが、

懇話会を開催しなければならないということ

で、進めていきますということですが、この

懇話会というのは、いつから具体的に進めて

いただけるんですか。年何回ぐらいの予定で

すか。 

○議長（井上勝彦君）企画部長。 

○企画部長（森口清隆君）懇話会につきまし

ては、第２次の、この計画にも盛り込んでご

ざいます。したがいまして、今年度中に立ち

上げをしたいと、このように考えております。 

 以上です。 

○議長（井上勝彦君）11番 土井君。 

○11番（土井裕美子君）予定では何回ですか。

今年度中に立ち上げられて、毎月やられるん

ですか。年に数回なんですか。 

○議長（井上勝彦君）企画部長。 

○企画部長（森口清隆君）今年度は、たぶん

年明けになろうかと思いますので、今年度に

ついては、とにかく立ち上げを行うというこ

とでございます。来年度以降についての回数

等については、まだ内部で検討はしてござい

ません。 

○議長（井上勝彦君）11番 土井君。 

○11番（土井裕美子君）この懇話会、大変大

事な会ですので、こういう本が、計画書が改

正するから、あわてて懇話会を立ち上げて、

文章をつくるのに集まって話し合いをしまし

ょうというのでは、全く効果がございません。

やはり、年次計画がきっちりと進められてい

るかというのを検証しながら、そして、定期

的な懇話会を開いていただいて、そして、そ

の懇話会でいろんな意見を出して、実現して

いない部分についてはどのように促進をして

いくのかということを話し合って進めていた

だきたいと思いますので、しっかりと懇話会

を立ち上げて、具体的にやってください。 

 それから、推進委員会というのを設置して

いただきたいと私は考えております。なぜか

と申しますと、懇話会というのは年にそんな

毎月できるものではございませんので、検証

という形で定期的にするものです。ただ、こ

の推進委員会というのは、男女共同参画を推

進していくために、市民の団体であるとか、

それから公募をかけたボランティアでの個人

の参加であるとかを促して、いろいろな企画、

講座を開催できるということでございます。 

 ちなみに、田辺市では９名の推進員を置い

てらっしゃって、もちろんボランティアです

よ。活動に協力していただけるボランティア

が毎月会議を開いて、講座の企画をしたり、

開催のお手伝いをしたり、市民との協働でこ

の男女共同参画を進めていらっしゃいます。

そしてまた、なおかつ関係団体の26団体の方

とも連絡会などを設けて、広く女性の団体だ

けに限らず、市民の地域の代表の方等の意見

を吸い上げて、そのニーズに合った講演会、

講座を開催されているということでございま

すので、大変良い見本がございますし、それ

を参考にして推進委員会というのを、ぜひ橋

本市でもつくっていただきたいんです。二次

計画の中で考えていきますというような、そ

ういう悠長なことを言っている場合ではない

と思います。 
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 多分、部長お持ちだと思いますが、これ、

県の男女共同参画の年次報告書、お持ちです

ね。この中を見ましても、和歌山県にござい

ます９市のうち、担当職員が１名しかいてな

いというのは、橋本市と、もう一市しかござ

いません。ほかは２名もしくは３名、人口比

からいいますと和歌山市はちょっと多いので

６名、男女共同参画の推進にかかわっている

職員がいらっしゃるということでございます。

細かくどういう行事をやったか、どういう講

座をしたかというのが報告してございますが、

これを見て、部長、橋本市と他市を比べて、

橋本市、ああうち頑張ってできてるなと、こ

れ、どうお思いになりますか。私見で結構で

ございます。 

○議長（井上勝彦君）企画部長。 

○企画部長（森口清隆君）田辺市の計画につ

いて、推進については、ちょっと私どもが恥

ずかしくなるような、かなり進んだ、県内で

は進んだ計画を推進してございます。そうい

うような中で、私ども、これに近づけるよう

な形で今後取り組んでいきたいというような、

そういう考えでおるわけでございますが、特

に、田辺市と私も話をさせていただく中で、

電話相談であるとか、推進活動等については

月に１回ぐらいのペースで行われていると。

そこに懇話会につきましても、ただ単に進行

管理をするだけではなくして、いろんな意見

を出していただいておるというようなことも

聞いてございますので、まずは懇話会を早急

に立ち上げまして、その中でご意見をちょう

だいして、いろんな建設的なご意見をいただ

けると思いますので、その上で推進活動につ

いても検討していきたいと。設置に向けて検

討していきたいと、このようには考えており

ます。 

○議長（井上勝彦君）11番 土井君。 

○11番（土井裕美子君）田辺市の例を挙げら

れましたが、全体的に見て、そしたら橋本市

は進んでいるとは言えないというご答弁でい

いんですか。 

○議長（井上勝彦君）企画部長。 

○企画部長（森口清隆君）胸を張って進んで

いるというようなことは言えないかなと、こ

のように思います。 

○議長（井上勝彦君）11番 土井君。 

○11番（土井裕美子君）そのように言ってい

ただきましたので、しっかりと他市町村も含

めて、最後にもありますけど、これ、和歌山

県内でも下のほうやということは、全国の一

番下が和歌山県で、その中のまだ下のほうや

ったら、わかりますでしょう。どんな状況か。

橋本市の状況が。それをよく認識していただ

きたいんです。皆さま方に。 

 １番の問題とも絡んでくるんですけれども、

この推進員を使っていろんな会議をしていっ

ていただくということは、女性の委員の人数

を増やしたとしても、その中でしっかりと意

見を言っていただける状況をつくっていただ

かないことには、人数が増えただけで終わっ

てしまうということになるんです。 

 なかなか女性は、いろんな公的な場所に出

ていく機会が少のうございます。そういう公

的なところとか、すごくこう会議としたよう

な場所で、なかなか一人で意見を言うという

トレーニングができてございませんので、こ

ういういろんな場所でしっかりと自分の意見

を意見として述べられるような、ある程度の

トレーニングもやっぱり女性方に、私も含め

てですけれども、するような機会を設けてい

ただきたいんです。そういうことを田辺市で

はやっていらっしゃるんですよ。推進員の講

座の中で。 

 ちょっと例として、仙台の女性会議に行っ

たときに、すごい顕著な例を言われたんです

けれども、津波の被害に遭ったまちで高台移
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転の話が出たと。高台移転の話が出たときに、

男性ばかりの会議ではあかんので、男性諸君

が、おかあちゃんの意見も聞こうやというこ

とで、奥さま方も呼んだと。あんたらも意見

言うてよと言われたんですが、奥さま方は場

所には来られて、男性方のお茶の接待とか、

会場の設営のお手伝いはされたんだけれども、

いざ会議の場面になったときに、いや私らそ

んな難しい問題はよう答えやんわと言うて、

みんなが帰ってしまって何もだれも意見を言

わなかったという、そういうのがあるんです

ね。 

 それは、決して女性が悪いのではなくて、

今までにこの社会が、私たちの社会が、女性

がそういう場で意見を言うという機会をつく

ってこなかったことに問題があると思うんで

すよ。だから、これからはそういうことがな

いように、やはりボランティアの方々の育成、

女性のスキルアップというのをしっかりとや

っていただきたいというふうに思いますので、

その辺の観点でよろしくお願いをしたいと思

います。 

 ４番目に入ります。４番目、男女共同参画

推進室の設置についてです。先ほどからも何

回も申し上げていることと、全部共通するん

ですが、やはり専用の部署を置いていただか

ないことには、この男女共同参画というのは

進まないと思います。共同という大変あいま

いな言葉を使っておりますので、どういうこ

とかわからないと思うんですが、東京都なん

かの事例を見てみますと、条例の名前の中に

男女平等参画基本条例という、平等という言

葉を使っている自治体もございます。という

ことは、男女平等の観点から申し上げますと、

人権と全く深く関係があるのではないでしょ

うか。 

 そこで、人権推進室と男女共同参画推進室

を合体させて、男女共同参画の推進室をつく

っているのが、県内にも有田市と御坊市がご

ざいます。ほかの市町村を調べてみますと、

人権推進室と男女共同参画室と一緒にしてい

る部分があるんですけれども、本市において

は、その辺のところは機構改革の中で、今、

企画経営室にある男女共同参画推進の部門を、

今後どのようにしていかれるおつもりですか。 

○議長（井上勝彦君）企画部長。 

○企画部長（森口清隆君）機構上の話になろ

うかなと思います。ご存じのように、今、私

どものほうで進行管理を行っておるわけでご

ざいますが、ただ、啓発については教育委員

会というような形でまたがっております。そ

して、施策は当然各課というような形になる

わけでございます。そんな中で、啓発と進行

管理が別というのが、ちょっと動きづらいか

なと、今、実際の業務の中でそう思うところ

がございます。その辺のところも絡めて、ま

た、他市の状況を見ますと、確かに今11番議

員おっしゃられるとおり、人権政策部という

か、人権の担当のところでの位置付けが、大

変私の見るところではかなり多くございます。

そんな中で、今いただきましたご意見も踏ま

えて、一回その機構については、何が効率的

なのか、効果的なのかということを踏まえて

検討をしてまいりたいと、このように考えて

おります。 

○議長（井上勝彦君）11番 土井君。 

○11番（土井裕美子君）早急に検討していた

だいて、良い結果というか、やっぱり男女共

同参画だけを推進して、全部の課にまたがっ

て、市民の方も巻き込んで協働していただけ

る部署をつくっていただきたいと思いますの

で、よろしくお願いします。 

 ５番に入ります。５番、お手元に資料をお

配りしておりますが、県に問い合わせました

ところ、この公表時よりも、少し和歌山県で

計画等の策定が進んでおりましたので、少し
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申し上げます。 

 お手元の資料を見ていただきますと、左側

が計画策定状況でございます。41位が和歌山

県になっております。その中で、策定済みの

市町村の数、これ、12となってございますが、

公表後14に、２町増えております。公表後、

湯浅町とすさみ町が策定されたという報告が

ございました。そして、右側、条例でござい

ます。条例一番下の47位が和歌山県でござい

ますが、ゼロ、全く３月の時点ではなかった

んですが、９月にやっと一つ、上富田町が男

女共同参画基本条例というのを策定されてお

りますので、ちょっと資料の訂正だけお願い

したいと思います。 

 しかしながら、まだまだ下位でございます。

和歌山県は全国的に見ましても、男女共同参

画はなかなか進めていくのが困難な状況にあ

るということでございますので、条例だけ先

につくって、後でやったらええわというもの

でもないので、やはりある程度、先ほど４番

でも申し上げました男女共同参画推進室とい

うところで、いろいろ施策を考えていただき

ながら、煮詰まってきて、やはりこれは条例

も制定して、きっちりと全国と比べても遜色

がないように橋本市も取り組んでいこうとい

う、そういう姿勢でやっていただきたいので、

条例をつくることは簡単やと思うんですよ。

私たち議員提案でも条例を提出することがで

きますので、できて終わりではないので、本

当に橋本市のまちが男女共同参画ができてい

る、女性が住み良いまちは男性も絶対も住み

良いんです。男女共同参画ができているまち

は、みんなが住み良いまちになるんです。そ

のことを念頭に置いていただいて、一日も早

く、男女共同参画推進室というのを設置して

いただいて、条例の制定にも向けて頑張って

いっていただきたいと思いますが、条例の制

定について、部長、ちょっと意気込みという

のをお聞かせいただきたいんですが。 

○議長（井上勝彦君）企画部長。 

○企画部長（森口清隆君）条例については、

これは努力義務というような形になってござ

います。そういうようなところから、私ども、

条例が先か、もしくは施策の展開が先かとい

うことになりますと、やはり施策をまず展開

していくのが先ではないかと。これにつきま

しては、特に職員の意識、これをやはり高め

ていく必要があろうかと思います。そんな中

で、職員の意識も高めながら、今現在、弱み

となっているのがやっぱり進行管理かなと思

いますので、その進行管理と申しますのは、

やはりある程度、先ほどから申しております

機構を含めて一回考えていきたいなと思いま

すので、それらさまざまな状況を見ながら、

条例については考えていきたいと、このよう

に思います。 

○議長（井上勝彦君）11番 土井君。 

○11番（土井裕美子君）ぜひ取り組んでくだ

さい。よろしくお願いします。 

 では、２項目め、よろしくお願いします。 

○議長（井上勝彦君）次に、質問項目２、子

育て支援としての出生記念品に関する質問に

対する答弁を求めます。 

 教育長。 

〔教育長（松田良夫君）登壇〕 

○教育長（松田良夫君）出生記念品としてプ

レゼントされている赤ちゃん絵本を、子育て

支援の観点からどのようにお考えかというご

質問にお答えします。 

 橋本市教育委員会では、家庭の教育力の低

下や子育ての不安や悩みを抱えた保護者の増

加など、家庭教育支援や子育て支援の必要性

が高まる中、子どもの育ちや子育て支援・家

庭支援という観点から、家庭教育に対する学

習機会及び情報提供を積極的に行い、乳幼児

期から支援を重ねていくことが大切なことと
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考えています。 

 家庭教育支援室では、物づくりや語り合い

等、さまざまな講座を展開し、つながりづく

りを基本に子育て中のお母さん、お父さん方

を応援しています。講座の中で、絵本の読み

聞かせの時間を設け、親子で絵本と触れ合う

ことの大切さも伝えています。 

 まだまだ字を読むことや言葉の意味を理解

することができない赤ちゃんも、絵本を読ん

であげるとじっと絵を見つめたり、指さした

り、声のほうに顔を向け、読んでくれる人を

見つめたりと、まるで絵本を楽しんでいるか

のようです。 

 大好きな人と一緒に楽しくゆったりとした

ひとときを過ごす、赤ちゃんと保護者が絵本

を介してゆっくり心触れ合うひとときを持つ、

そんなきっかけをつくるということを大事に

し、新しくできます保健福祉センターを利用

して、新年度から幼児と保護者の方を対象に

絵本の読み聞かせを行っていきたいと考えて

います。絵本につきましては、図書館の絵本

や出生の記念品としてお渡ししている絵本を

用いて進めてまいりたいと考えております。 

○議長（井上勝彦君）11番 土井君、再質問

ありますか。 

 11番 土井君。 

○11番（土井裕美子君）保健福祉センターが

できるにあたり、そういう読み聞かせを乳幼

児健診の、４カ月健診ですかね、そのときに

やっていただくということは大変すばらしい

ことだと思います。私は、出生時に赤ちゃん

絵本をプレゼントしていらっしゃる事業も、

それから、これから進めていただくであろう

子育て支援としての読み聞かせの事業も、大

変二つともすばらしい事業だと思うんですが、

残念ながら、絵本をプレゼントするのは出生

時で、４カ月たったときに、その絵本がこう

いうことでいいんですよという読み聞かせを

するのが４カ月後というのが、なぜ一緒に合

体できないのかなというのが不思議なんです。 

 子育て経験が、私も子どもを産んでいます

ので、だいたい出生届というのは、本人はま

ず出しに行かないですよね。生まれてすぐ。

だいたい家族、だんなさんとか家族が出しに

行くんですが、生まれてすぐなんかは、絵本

をもらったとしても、たぶんどこかに置きっ

ぱなしになっている状況があると思うんです。

いい事業をされているにもかかわらず、その

二つの事業がばらばらで行われて、コラボ、

今、現代的な言葉で言うとコラボレーション

ですよね。コラボレーションがなぜできない

のかというのがよくわからないので、この質

問をしたんです。 

 これは、元同僚議員がずっと何回か質問を

している中で、出生記念品が絵本になったと

いう経緯があるのは重々承知しておりますし、

答弁もずっと読んでいるんですが、それがな

ぜつながらないのかがちょっとよくわからな

いので、説明をしていただきたいんです。二

つともの事業がすばらしいのに、一緒に４カ

月健診のときに絵本を渡せば、より効果が上

がることがわかっていながら、橋本市として

はそれを進めていないという理由をお聞かせ

いただきたいんですが、よろしくお願いしま

す。 

○議長（井上勝彦君）市民部長。 

○市民部長（井浦健之君）今、言われました

出生記念品と、そして健診のときになぜ同時

にしないかということでございますけども、

これは先ほど11番議員も、過去の一般質問の

議事録を読まれたと言われておりますので、

重複するかもわかりませんけど、出生記念品

につきましては、橋本市に出生届を出してい

ただいて、市民となっていただいた赤ちゃん

におめでとうという意味と、そして、保護者

の方におめでとうという意味を込めてお渡し
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をしておるといったものでございます。そう

いった答弁も副市長のほうで、過去の一般質

問で答弁されておるわけですけども、そうい

った理由として、出生のときに記念品として

お渡しをしておるわけでございます。 

 橋本市はどうしているかというと、同じ絵

本をプレゼントしているんだけれども、出生

時に包装紙をかけた絵本を、多分包装紙かか

っていると聞いたと思うんです。包装紙をか

けた絵本を、はい、とプレゼントしているん

ですよ。これ、どっちが効果があると思いま

すか。お母さんが、３カ月間ずっと家にこも

って育児をして、やっと４カ月健診で子ども

を連れて、ちょっと浮き浮きした気分で外に

出ている。そこではじめて赤ちゃん絵本と知

り合って、赤ちゃんが絵本を目で追う様子を

見て、その絵本をプレゼントして、自分が選

んだ絵本をプレゼントして、赤ちゃんにさあ

読んであげようと思うか。これ、どっちがい

いかわかりませんか、皆さん。 

 そんな中で、確かに出生後すぐ、実際赤ち

ゃんと保護者の方がその絵本を使ってという

のはなかなか難しい面もあろうかと思うんで

すけども、その間にも一定利用もしていただ

く、さらには４カ月健診のときに、再度また

その絵本を使っていただいて、していただく

といった形で私どもとしては考えておるとい

うことでございます。 

 以上でございます。 

○議長（井上勝彦君）11番 土井君。 

○11番（土井裕美子君）せっかくいい事業を

しているのに、それをよりコラボさせたほう

が効果が上がるというのがわかっているんで

すよね。皆さんも認識されていると思うんで

すよ。赤ちゃんの絵本をプレゼントすること

は大変いいことやと。でも、それを出生時に

渡すか、４カ月健診のときに渡すかというこ

となんですけども、自分が体験した中で思う

ことは、出生時にもらっても、なかなか絵本

というのは、そこと次の４カ月健診でいただ

く絵本とはつながらないのではないかなと、

一女性の立場として思うので、そこを検討し

ていただきたいということなんです。 

 これは、市民から言うたら内部の問題やと

思うんですよ。内部の問題やと思うので、市

民からいうたら市役所は一緒です。プレゼン

トしてもらうことは一緒です。それが４カ月

健診の市民課がプレゼントするんか、教育委

員会の読み聞かせのときに、そこから選んで

持って帰ってねと言っていただくのか、それ

だけの違いですわね。スクラップアンドビル

ドが大事やと、前に副市長もおっしゃいまし

たが、費用対効果も大切です。その事業に対

するどういう費用対効果があるのかというの

を、もう少しお考えいただきたいと思うんで

すけども、副市長、短い答弁でどうでしょう

か。  熊取町も、それから河内長野市も赤ちゃん

の絵本プレゼントをやっていらっしゃるんで

すが、どれも健診時に赤ちゃん絵本を使って、

赤ちゃんが絵本をしっかりと目で追う様子を

保護者の人に見ていただいて、なおかつ、じ

ゃあこの絵本の中から、まあ５冊ぐらいです

けども、５冊ぐらいの絵本の中からプレゼン

トするので、いい絵本を選んで帰ってくださ

いよという、そういう事業をされているんで

すね。 

○議長（井上勝彦君）副市長。 

○副市長（清原雅代君）土井議員の言われる

ような考え方も確かにあろうかと思いますが、

橋本市といたしましては、先ほど部長が、過

去に私が答弁させていただいた内容を言って

いただきましたけれども、生まれてきた赤ち

ゃんにおめでとう、ありがとうというのと、

それからとりに来ていただいたご家族、ご主

人になるかもわかりませんけども、おめでと
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うの意味を込めて、その窓口でお渡しをして

います。それを主に子ども、赤ちゃんですの

で、母親がそれを受け取って、その子どもと

何カ月か後にそれを一緒に読んでいただくこ

とを、期待を膨らませながら子育てをしてい

ただくという意味もありますので、そういっ

たことから、橋本市としては、出産の祝い品

というのは非常に意味があるものと考えてま

すので、今後も続けていきたいと思っていま

す。 

 この本を利用いたしまして、今度、子育て

の４カ月健診のときに取り扱いというか、お

母さん方にご利用いただくことを取り組んで

まいりたいと考えております。 

○議長（井上勝彦君）11番 土井君の一般質

問は終わりました。 

 この際、10時45分まで休憩いたします。 

（午前10時32分 休憩） 
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